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決算ハイライト

2025年3月期

2Q実績

売上高

連結売上高は増収となったものの、連結営業利益は減益
前年同期比 売上高+4.6億円（+1.6％） 営業利益－10.7億円（－15.5％）

電子機器関連事業
顧客在庫調整の影響を受け、値上げ効果や円安効果相殺され売上微減
土木・建築向け免震装置も大型案件終了し減収
セグメント別売上高は前年比－2.6億円（－1.3%）

値上げ効果、円安効果など利益押上げ要因あるが、大型投資による固定費増や
スポット費用及び設備稼働率低下を受け利益低調

産業機器関連事業
タンケンシールセーコウ好調持続、過去最高の売上高更新を見込む
精密機械装置用メカニカルシール（ﾛｰﾀﾘｰｼﾞｮｲﾝﾄ：RJ）は在庫調整継続し低調
セグメント別売上高は前年比+7.2億円（+8.8%）

中間配当54円/株、期末配当71円/株 年間125円/株予想

2025年3月期

業績予測

利益

配当

通期業績予測は据え置き

前年比＋34億円：＋5.8％620億円売上高

営業利益 130億円 前年比－12億円：－8.5％

年間配当 125円/株 前年比－34円/株
© PILLAR Corporation
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2025年3月期 第2四半期業績サマリー

連結

セグメント別

電子機器関連事業

-1.3-26419,51619,780売上高

-15.9-8984,7595,657営業利益

産業機器関連事業

8.87258,9968,271売上高

-14.3-1751,0501,225営業利益

前年比FY24 1HFY23 1H
(単位： 百万円)

増減率(％)増減額実績実績

1.646228,53428,072売上高

-15.5-1,0725,8256,897営業利益

－-4.2P20.4%24.6%営業利益率

-22.9-1,7135,7547,467経常利益

-24.8-1,2823,8875,169当期純利益

－-55.15166.71221.86一株当たり当期純利益(円)

－-65460中間配当金(円/株)
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セグメント別売上高

28,072百万円 28,534百万円

FY23 1H FY24 1H

電子機器関連事業産業機器関連事業

29.4％

8,271百万円 19,780百万円

電子機器関連事業産業機器関連事業

8,996百万円 19,516百万円

70.4％ 31.5％ 68.3％

© PILLAR Corporation



1,267 2,022 2,276 
1,247 1,037 

3,739 

4,917 4,594 

2,047 1,909 

7,410 

8,226 
10,198 

4,310 4,712 

12,416 

15,165 

17,067 

7,606 7,660 

30.5% 31.1%
29.1%

27.1% 26.8%

FY21 FY22 FY23 FY23 1H FY24 1H

欧州ほか 米国 アジア 海外売上高比率

7

海外売上高の推移

(単位： 百万円)
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全社業績推移

売上高は第２四半期として過去最高を更新

電子機器関連セグメントは減収減益、産業機器関連セグメントは増収減益

福知山第2工場など設備償却費やスポット費用が増加するほか、受注低調による稼働率低下に伴い利益率減少

円安に伴う為替影響（4億円）により利益押上げ

13,742 

19,231 

22,681 

28,072 28,534 

FY20 1H FY21 1H FY22 1H FY23 1H FY24 1H

売上高 (単位： 百万円)

1,772 

5,271 

6,813 6,897 

5,825 

12.9%

27.4% 30.0%
24.6%

20.4%

FY20 1H FY21 1H FY22 1H FY23 1H FY24 1H

営業利益/営業利益率 (単位： 百万円)

前年比
－15.5%

前年比
+1.6%
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売上高/営業利益/営業利益率(単位： 百万円)

電子機器関連セグメント 業績推移

四半期別推移表(単位： 百万円)

セグメント別売上高・営業利益
→売上高 前年同期比－1.3％
→営業利益 前年同期比－15.9%

顧客在庫調整の影響受け受注・売上低調
製品値上げ、円安等により利益押上げも
福知山第2工場の償却負担、スポット費用
をカバーできず減益

8,999 

14,316 
16,920 

19,780 19,516 

1,337 

4,522 5,613 5,657 4,759 14.9%

31.6% 33.2%
28.6%

24.4%

FY20 1H FY21 1H FY22 1H FY23 1H FY24 1H

売上高 営業利益 営業利益率

7,959 
8,961 

9,885 10,014 
9,093 

10,687 10,237 10,458 
8,883 

10,633 

2,461 3,152 2,957 3,189 2,703 2,954 2,925 2,673 2,077 2,681 

30.9%
35.2%

29.9% 31.8% 29.7% 27.6% 28.6% 25.6% 23.4% 25.2%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY22 FY23 FY24

売上高 営業利益 営業利益率
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売上高/営業利益/営業利益率 (単位： 百万円)

産業機器関連セグメント 業績推移

四半期別推移表(単位： 百万円)

セグメント別売上高 過去最高連続更新
→売上高 前年同期比+ 8.8％
→営業利益 前年同期比－14.3％

タンケンシールセーコウ好調継続
ロータリージョイント在庫調整局面続く
昨年度竣工の三田イノベーションセンター
償却負担、スポット費用増加により減益

4,699 4,854 
5,738 

8,271 
8,996 

416 714 1,183 1,225 1,050 

8.9%

14.7%

20.6%

14.8%

11.7%

FY20 1H FY21 1H FY22 1H FY23 1H FY24 1H

売上高 営業利益 営業利益率

2,733 3,005 2,897 
3,209 

3,627 

4,644 4,462 

5,360 

4,202 
4,793 

505 677 521 354 364 
861 776 927 

411 639 

18.5% 22.6%
18.0%

11.0% 10.0%

18.5% 17.4% 17.3%
9.8%

13.3%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY22 FY23 FY24

売上高 営業利益 営業利益率
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2025年3月期 売上高の増減分析

FY23 1H 電子機器関連事業 産業機器関連事業 その他 FY24 1H
10000

15000

20000

25000

30000

35000

増減額 +462
前年比 +1.6%

産業機器関連事業

電子機器関連事業

その他

(単位： 百万円)

FY23 1H FY24 1H

－264
+725 +1

28,072
28,534
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2025年3月期 営業利益の増減分析

FY23下期より本稼働の福知山第２工場・イノベーションセンターほか償却負担増加（5億円）

社名変更や100周年記念式典などのスポット費用（3億円）

タンケンシールセーコウ好調・為替影響により利益押上げ

その他

販売高（値上げ含む）
による影響

材料費・外注
製品構成・加工費等

による影響

製造経費

販売管理費

(単位： 百万円)

+270

+450
-700

-510

-32

6,897

5,825為替による
影響

-550

FY23 1H FY24 1H

増減額 －1,072
前年比 －15.5%

© PILLAR Corporation
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半導体・液晶

市場別 売上高内訳 (単体)

2,295 
2,040 

FY23 1H FY24 1H

1,849 
2,226 

FY23 1H FY24 1H

化学・その他 石油・鉄鋼・輸送

土木・建築

1,533 
1,371 

FY23 1H FY24 1H

934 
799 

FY23 1H FY24 1H

210 

264 

FY23 1H FY24 1H

電力・エネルギー 官公需

中国市場向け牽引も
CMP向けMS調整継続

継手・ﾁｭｰﾌﾞ低調ほか
海外向けGP/VG減少

ﾌﾟﾗﾝﾄ安全化対策案件や
海外予備ｼｰﾙ品が貢献

半導体工場向け免震装置獲得も
FY23は大口案件があり減少

空調・水関連向け
インフラ堅調

海外発電所向け予備品や
国内定修が低調に推移

(単位： 百万円)

17,051 16,929 

FY23 1H FY24 1H

23,977 23,733 

FY23 1H FY24 1H

合計

その他

官公需

電力・エネルギー

土木・建築

石油・鉄鋼・輸送

化学・その他

半導体・液晶
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18,380 17,392 14,985 13,013 10,966 10,359 8,799 

2,994 5,098 
4,818 

5,050 
4,112 5,008 

4,661 

21,375 22,491 
19,803 

18,063 
15,079 15,368 

13,461 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY22 FY23 FY24

電子機器関連 産業機器関連 受注残高合計

41,995 

8,106 8,279 8,265 8,410 

33,061 

8,276 9,073 
17,349 

12,231 

4,006 4,362 4,694 4,423 

17,486 

5,098 4,446 

9,545 

54,227 

12,113 12,641 12,959 12,833 

50,548 

13,375 13,519 

26,895 

1Q 2Q 3Q 4Q total 1Q 2Q 1H

FY22 FY23 FY24

電子機器関連 産業機器関連

14

受注高 (単位： 百万円)

受注高、受注残高の推移

受注残高 (単位： 百万円)
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財政状態

54,949 

64,991 

72,492 

98,835 96,473 

45,776 
52,658 

59,368 

69,949 71,099 

83.3% 81.0% 81.9%

70.8%
73.7%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 1H

総資産 純資産 自己資本比率(単位： 百万円)

自己資本比率73.7％（前期末比+2.9pt）
福知山第2工場、三田イノベーションセンターに関わる設備電子記録債務 約30億円減少

© PILLAR Corporation
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キャッシュ・フロー

11,950 

6,058 5,640 

2,559 

7,778 

(1,551)
(573)

(16,197)

(5,947) (5,073)

(1,711)
(2,790)

5,323 

(3,017)
(1,468)

10,399 

5,485 

(10,557)

(3,388)

2,705 

FY21 FY22 FY23 FY23 1H FY24 1H

営業キャッシュ・フロー 投資キャッシュ・フロー 財務キャッシュ・フロー フリーキャッシュ・フロー

(単位： 百万円)

© PILLAR Corporation



2025年3月期 通期業績予測

17© PILLAR Corporation



18

2025年3月期 通期業績予測サマリー

セグメント別

電子機器関連事業

8.03,22543,70040,475売上高

-6.7-75510,50011,255営業利益

産業機器関連事業

1.120718,30018,093売上高

-14.6-4282,5002,928営業利益

前年比FY24FY23
(単位： 百万円)

増減率(％)増減額予測実績

5.83,39562,00058,605売上高

-8.5-1,20613,00014,206営業利益

--3.2P21.0%24.2%営業利益率

-13.9-2,09813,00015,098経常利益

-16.5-1,7809,00010,780当期純利益

--76.40386.17462.57一株当たり当期純利益(円)

--34125159配当金(円)

連結

© PILLAR Corporation

通期業績予測に変更なし



11,392 

13,842 14,206 

5,825 

13,000 

8,285 

10,428 10,780 

3,887 

9,000 28.0%
28.4%

24.2% 20.4%
21.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

FY21 FY22 FY23 FY24 1H FY24 (予)

営業利益 当期純利益 営業利益率

40,670 

48,702 

58,605 

28,534 

62,000 

FY21 FY22 FY23 FY24 1H FY24 (予)

営業利益・当期純利益・営業利益率(単位： 百万円)

19

全社業績推移

下期より受注回復を見込み通期業績予測は据え置き

対計画値進捗率 売上高：46.0％ 営業利益：44.8％

生産性向上や全社的なコストダウンを推進し利益増加、利益率向上に向け邁進

売上高 (単位： 百万円)

© PILLAR Corporation



30,410 

36,819 
40,475 

19,516 

43,700 

FY21 FY22 FY23 FY24 1H FY24 (予)

9,737 

11,759 
11,255 

4,759 

10,500 

32.0% 31.9%
27.8%

24.4% 24.0%

FY21 FY22 FY23 FY24 1H FY24 (予)

20

売上高 (単位： 百万円)

電子機器関連セグメント 業績推移

営業利益・営業利益率(単位： 百万円)

売上高は5期連続で過去最高を更新予測
セグメント進捗率 売上高：44.7％ 営業利益：45.3％
最新鋭の生産設備を順次稼働させ更なる生産性向上を見込む
中国での投資減速、米中対立による規制強化懸念に伴い顧客動向を含めより一層の注視が必要

© PILLAR Corporation
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10,146 

11,844 

18,093 

8,996 

18,300 

FY21 FY22 FY23 FY24 1H FY24 (予)

売上高 (単位： 百万円)

産業機器関連セグメント 業績推移

1,589 

2,059 

2,928 

1,050 

2,500 

15.7%
17.4% 16.2%

11.7%
13.7%

FY21 FY22 FY23 FY24 1H FY24 (予)

営業利益・営業利益率(単位： 百万円)

売上高は3期連続で過去最高を更新予測
セグメント進捗率 売上高：49.2％ 営業利益：42.0％
ロータリージョイントの受注は穏やかな回復基調にあり客先の在庫調整も年度内で完了する見通し
タンケンシールセーコウは好調を維持し、2期連続で過去最高の売上高・利益を更新する見込み

© PILLAR Corporation
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2025年3月期 売上高の増減分析

FY23 FY24（予）

(単位： 百万円)

増減額 +3,395
前期比 +5.8%

© PILLAR Corporation

+3,225
+207

-37

58,605
62,000

産業機器関連事業
電子機器関連事業

その他
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2025年3月期 営業利益の増減分析

100周年行事のスポット費用減や不動産取得税減税等により約2億円の費用が減少

原材料値上げやエネルギーコスト高騰により約2億円のコスト増が見込まれるが人員減などでカバー

最新鋭の自動化・省人化設備により生産性・コスト競争力向上を図る

増減額 -1,206
前期比 -8.5%

(単位： 百万円)

FY23 FY24（予）

その他

販売高（値上げ含む）
による影響

材料費・外注
製品構成・加工費等

による影響

製造経費

販売管理費

為替
による影響

© PILLAR Corporation

13,000
14,206

+2,200 -1,000

-1,800
-56

+450 -1,000
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株主還元

配当方針：安定的かつ継続的な配当とし配当性向30%以上を目標

配当予想：年間125円/株（中間：54円 期末：71円）

連結配当性向は32.4%

144.66

350.47

442.99
462.57

386.17

50

106
133

159
125

34.6%

30.3% 30.0%

34.4%
32.4%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 (予)

一株当たり当期純利益 年間配当金 配当性向

特別配当10円/株
記念配当10円/株

(単位： 円) 一株当たり当期純利益・配当金・配当性向

目標配当性向
30％以上

© PILLAR Corporation



参考資料①：会社概要
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会社情報

1924年（大正13年）創業

取締役社長 岩波嘉信代表者

東証プライム（証券コード:6490）株式

49億66百万円資本金

流体制御関連機器製品の製造販売事業内容

1,132名 (連結:2024年3月末現在)従業員数

586億05百万円 (連結:2024年3月期)売上高

社名の由来

船舶の蒸気機関からの漏れを防ぐシール製品として､創業時に開発した

｢ピラーパッキンNo.1」の形状が､柱状（=ＰＩＬＬＡＲ）であったことから、

株式会社PILLARと命名されています。

26© PILLAR Corporation

パーパス

品 質 第 一
和 衷 協 力
一 歩 研 究

社 是

“社会を支える”未来を創る
エネルギーを最小限に
ベネフィットを最大限にC L E A N

何よりも安全を
いつでも安心をS A F E T Y

常に最先端へ
もっと新分野へF R O N T I E R



工場ユーティリティ設備

27

電子機器関連事業 主要な製品と主な納入先

ふっ素樹脂の特性である「クリーン性能」・「耐薬品性」 ・「耐熱性」・「低摩擦性」を活かした製品群
ふっ素樹脂製の継手･チューブ等は、多様な薬液に影響されないため、半導体の基となるシリコンウエハーの洗浄装置に用いられます。

低摩擦性を応用し、建物から地震の揺れを逃がす免震装置に用いられています。

ピラフロン
(ふっ素樹脂製品群)

主要製品

主要納入先

ふっ素樹脂基板

洗浄装置

半導体業界

薬液供給装置 CMP装置

主要納入機器

ビル 連絡橋 渡り廊下

液晶

データセンター

現像・塗布装置
半導体分野

主要納入先

建築分野

主要納入先

通信分野
写真

自動車(センサー)

継手・チューブなど

免震装置

写真

© PILLAR Corporation



メンテナンス
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産業機器関連事業 主要な製品と主な納入先

メカニカルシール・グランドパッキン
高温･高圧の過酷な条件で流体の漏れを止める装置で、石油精製･化学プラント･発電所などのポンプやバルブ等で使用されています。

ガスケット
配管と配管の接続部で流体を制御する機能部品であり、自動車の排ガス装置にも使用されています。

主要製品
主要納入先

主要納入機器

グランドパッキン：G

ガスケット：V

電力
（M/G/V）

化学プラント
（M/G/V）

半導体
（M）

社会インフラ
（M/G/V）

メカニカルシール：M

写真

ポンプ

バルブ

攪拌機

CMP装置

自動車
（V）

（内燃機関、マフラー等）

© PILLAR Corporation
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当社の強み① 100年磨いた素材開発力

100年にわたり液体・気体、高温・低温など様々な用途に合わせた素材を独自で研究・開発

素材の特性を知り尽くしているからこそ、様々なソリューションであらゆる顧客・市場に応え得る裾野の広さ

培った素材開発力を基にEV・水素・次世代通信（5G/6G）など新たな市場へ展開

素材の研究

PTFE
PFA

膨張黒鉛

炭化繊維

Si/SiC
その他

水素燃料 データ通信

電動自動車 医療

顧客と製品を共同開発

新規市場へ

半導体電力

自動車

建築 化学プラント

© PILLAR Corporation



顧客の
課題解決に貢献
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当社の強み② 素材×技術力×豊富な流体ソリューション

電子機器関連事業では素材の特性を熟知し、技術力の向上により切削加工が一般的な製品形状でも
射出成形化を実現

産業機器関連事業では3つのシーリング製品群で顧客ごとに流体ソリューションを提供し、顧客の課題を共に解決

素材の特性を熟知

射出成形、金型成形、
製品設計の技術力

ニーズに応じた製品を開発
電子機器関連事業

ハイテク市場向けに
ふっ素樹脂製の製品を提供

産業機器関連事業

メカニカルシール、グランドパッキン、
ガスケットの3つの製品群で

流体制御ソリューションを提供

素材の組合せ・加工

豊富な液体制御製品の
品揃え

© PILLAR Corporation



31

セグメント別売上・構成比の推移

電子機器関連事業の売上構成比は、高い市場シェアを維持しながら、市場とともに成長を続けた結果、
2014年度の54.5%から2023年度の69.1%まで大幅にアップ。

産業機器関連事業の売上高は、底堅い補修（メンテナンス）需要もあり事業基盤の安定化に寄与。
2023年度はM&Aにより事業規模を拡大し、セグメントバランスの取れた経営に前進。

21,675 22,960 
27,225 29,461 30,963 29,213 30,200 

40,670 

48,702 

58,605 
54.5%

69.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

産業機器関連事業 電子機器関連事業 電子機器関連事業の売上構成比
（単位：百万円）
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参考資料②：データ集
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売上高・営業利益 (単位： 百万円)

主要指標の長期トレンド

ROE・ROA・DOE (単位: %)

22,960 
27,225 29,461 30,963 29,213 30,200 

40,670 

48,702 

58,605 
62,000 

3,469 
5,166 5,161 5,126 

3,683 
4,847 

11,392 

13,842 14,206 
13,000 

FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 (予)

売上高 営業利益
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P/Lの長期推移
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FY23FY22FY21FY20FY19FY18FY17FY16FY15FY14(単位： 百万円)

58,60548,70240,67030,20029,21330,96329,46127,22522,96021,675売上高

20.3%19.7%34.7%3.4%-5.7%5.1%8.2%18.6%5.9%前年比

14,20613,84211,3924,8473,6835,1265,1615,1663,4693,226営業利益

2.6%21.5%135.0%31.6%-28.2%-0.7%-0.1%48.9%7.5%前年比

15,09814,13611,8215,0943,7255,2275,1565,2553,4933,447経常利益

6.8%19.6%132.1%36.8%-28.7%1.4%-1.9%50.4%1.3%前年比

10,78010,4288,2853,4452,6353,7193,4223,2042,3971,986親会社株主に帰属する
当期純利益

3.4%25.9%140.5%30.7%-29.1%8.7%6.8%33.7%20.7%前年比

462.57442.99350.47144.66108.57152.13139.98131.0697.2380.291株当たり
当期純利益（円）

3,001.022,548.192,227.161,937.021,781.161,724.931,629.391,502.791,386.811,337.541株当たり
純資産（円）

159133106504045363428201株当たり
配当金（円）

16.718.616.87.86.29.18.99.17.26.2ROE（％）

12.615.213.86.45.07.16.87.05.74.9ROA（％）
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B/Sの長期推移
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FY23FY22FY21FY20FY19FY18FY17FY16FY15FY14(単位： 百万円)

49,27444,60538,05027,99427,02528,37528,82129,83225,27926,124流動資産

49,56127,88626,94126,95526,16524,59722,71719,51416,88415,342固定資産

98,83572,49264,99154,94953,19052,97251,53949,34742,16441,466総資産

14,07810,49210,1137,1338,3138,6088,9609,1936,2676,213流動負債

14,8072,6312,2192,0381,8662,1943,1373,4131,9912,154固定負債

69,94959,36852,65845,77643,01042,16939,83436,74033,90533,099純資産

70.881.981.083.380.979.677.374.580.479.8自己資本比率（％）

350.0425.1376.2392.5325.1329.6321.7324.5403.4420.5流動比率（％）

70.947.051.258.960.858.357.053.149.846.4固定比率（％）

41.322.123.420.023.725.630.434.324.425.3負債比率（％）
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C/Fの長期推移

FY23FY22FY21FY20FY19FY18FY17FY16FY15FY14(単位： 百万円)

5,6406,05811,9505,6764,0645,0353,7523,2203,0742,957営業活動による
キャッシュ・フロー

-16,197-573-1,551-3,705-2,950-3,902-3,244-2,363-3,230-1,378投資活動による
キャッシュ・フロー

5,323-2,790-1,711-2,238-1,862-1,493-1,455813-1,145-839財務活動による
キャッシュ・フロー

17,87822,28419,80910,51710,79811,58211,81312,72911,13212,561現金及び現金同等物の
期末残高

-10,5575,48510,3991,9711,1141,133508857-1561,579フリー
キャッシュ・フロー

15,1151,7519929723,5315,1103,0084,1891,4751,703設備投資額

2,6521,9541,9912,0561,8221,7181,3971,022940954減価償却費

1,3801,1151,0151,1081,0451,022808757634551研究開発費
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・本資料には、将来の業績に関する予想、計画、見通しなどの記述が含まれています。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

・将来の業績は、主要市場の経済情報、製品需要の変動、為替相場の影響、国内外の各種規制、
会計基準・慣行等の変更により、大幅に異なる可能性があることをご留意ください。

・本資料は情報の提供を目的として作成したものであり、本資料によって何らかの行動を勧誘するものではありません。

(お問い合わせ先)
経営企画部
大阪市西区新町1丁目7番1号
TEL：06-7166-8412
FAX：06-7166-8510
URL：https://www.pillar.co.jp/

© PILLAR Corporation

会社・製品紹介動画のご案内

https://www.pillar.co.jp/ja/about/movie/

当社の事業領域や製品の用途・機能について
動画で分かりやすく説明しています。
ぜひご覧ください。


